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東京都立がん検診センター

消化器科　　小　田　丈　二

　現在、関東甲信越支部には放射線研修委員会、超音波研修委員会、保健衛生研修委員会、内視

鏡研修委員会の 4つがあります。

　超音波研修委員会は医師、技師の相互協力の下、セミナーやライブデモを開催し、若手の育成

のみでなくレベルアップ向上を目的として活動されています。

　保健衛生研修委員会は、胃X線安全基準作成にご尽力いただきました。そして今後は地域の保

健師さんとの繋がりを広めにいく予定です。また、内視鏡検診に関する安全基準はないのか？

というご意見も多数あるようですが、X線検診と異なり、医師が検査を行っているという性質上、

基準作りのハードルは高いようにも思われます。

　放射線研修委員会ですが、これまでは主に胃X線検診に関する話題でしたが、最近ではCTCに

関するセッションであったり、大腸に関する話題にも触れるようになってきています。

　内視鏡研修委員会は、対策型胃内視鏡検診を中心に、各地域の医師を中心に構成されています。

実質的な活動としては対策型胃内視鏡検診のシンポや症例検討などの講習会を行ってきましたが、

大腸内視鏡検査に関しても議論していく必要があると感じております。

　当分、放射線研修委員会、内視鏡研修委員会とも、そのまま残して活動を続けますが、地方会

では胃がん検診を論じる放射線研修委員会と内視鏡研修委員会のコラボや、大腸がん検診を議論

する放射線研修委員会、内視鏡研修委員会のコラボ、さらには保健衛生研修委員会も含めた総合

討論など、多職種連携、チーム医療を目指したミーティングが可能となれば嬉しいな、などとつ

ぶやいてみました。皆様方のご協力のほど、今後ともどうぞよろしくお願い申し上げます。

支部長のつぶやき　〜今後の研修委員会を考えてみた〜
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早期胃癌検診協会　中　島　寛　隆

　第81回日本消化器がん検診学会関東甲信越支部地方会（以下81回地方会）は、「消化器がん検
診の再出発」をテーマに（図 1）、2022年９月４日（日）にWEB形式で開催しました。新型コロ
ナウイルス感染症拡大により現地開催を見合わせる一方で、ライブセミナーや主題演者の方々へ
「配信会場（第１会場）」での登壇を用意し、対面での議論が可能となるよう工夫しました。その
一方で、教育講演、一般演題、スポンサードセミナーと腹部超音波のザ・ベスト・イメージング
コンテストを「WEB登壇（第２会場）」から配信し、視聴の皆様へは２チャンネルで81回地方
会へ参加できる形式としました（図２）。

「第81回日本消化器がん検診学会関東甲信越支部地方会」を終えて

第81回日本消化器がん検診学会
関東甲信越支部地方会

図１　第81回地方会ポスター 図２　第81回地方会日程表
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　第１会場の午前中は、超音波ライブセミナー（演者・岡庭先生；キヤノンメディカルシステム
ズ株式会社共催）と胃X線症例検討会（司会・小田先生、見本技師：カイゲンファーマ株式会
社共催）が実施され、実地で役立つ超音波検査技術や胃X線読影法が分かり易く示されました。
続いて午後からは胃シンポジウム（司会・赤松先生）と大腸パネルディスカッション（司会・鈴
木先生）が行われ、それぞれの検診領域における問題点と対策案について活発な議論が交わされ
ました。第２会場では午前中、胃X線安全基準の教育講演（講師・小田先生）、一般演題（司会・
北沢先生、山口先生）、会長講演（演者・中島）が配信され、午後からは超音波判定マニュアル
の教育講演（講師・小川先生）と超音波ザ・ベスト・イメージング・コンテスト（司会・中村技
師、山本技師）が行われました。ここでも興味深い内容が発表されました。
　これらの学会プログラムに加えて第81回地方会では３社より共催セミナーが提供され、オリ
ンパスマーケティング株式会社（講師・竹田努先生）、富士フイルムメディカル株式会社（講師・
大澤博之先生）、伏見製薬株式会社（講師・永田浩一先生）から消化器内視鏡検査や大腸CT検
査に関する最新情報が提供されました。また本地方会は学会終了後、９月15日から30日までの
期間に参加登録の皆様へ向けたオンデマンド配信もしました。
　第81回地方会は、新型コロナウイルス感染症拡大によってWEB開催となりましたが、プログ
ラム委員の先生方、実行委員（会）と株式会社勁草書房の皆様よりご尽力を賜り盛会裡に終える
ことができました。ここに心より感謝を申し上げ、学会報告といたします。ありがとうございま
した。

第81回日本消化器がん検診学会関東甲信越支部地方会
大会長　中島　寛隆　（早期胃癌検診協会）

第81回日本消化器がん検診学会関東甲信越支部地方会

大 会 長　中島寛隆（早期胃癌検診協会）
開催日時　2022年９月４日（日）　WEB開催　オンデマンド配信（９月15日− 30日）
実行委員（会）（敬称略）　工藤　泰（委員長　早期胃癌検診協会）、
　　　　小田　宏（早期胃癌検診協会）、小林千尋（早期胃癌検診協会）、
　　　　西山　肇（早期胃癌検診協会）、重松　綾（こころとからだの元氣プラザ）
プログラム委員（五十音順　敬称略）
　　　　赤松泰次（長野県立信州医療センター）、
　　　　入口陽介（東京都立がん検診センター）、
　　　　岡庭信司（飯田市立病院）、小川敬子（実践女子大学）、
　　　　小田丈二（東京都立がん検診センター）、北沢尚子（早期胃癌検診協会）、
　　　　鈴木康元（松島クリニック）、
　　　　見本真一（神奈川県予防医学協会）、山口和也（ちば県民保健予防財団）、
　　　　山本美穂（早期胃癌検診協会）
配信会場　御茶ノ水トライエッジカンファレンス
運営事務局　株式会社勁草書房　コミュニケーション事業部
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　第81回日本消化器がん検診学会関東甲信越地方会において「第13回ザ・ベスト・イメージン
グ・コンテスト」を開催いたしました。2008年より地方会において毎年開催されてきましたコ
ンテストですが、新型コロナウイルスの感染拡大の影響で中断しましたので３年ぶりの開催とな
りました。以前のように会場に集まっての投票は難しいため、Web投票の形式をとりました。また、
多くの方に参加していただきたく、地方会開催日の１週間前から応募画像を地方会ホームページ
上に公開し、事前に投票していただいた分と、当日の投票分を合わせてベスト画像を決定しまし
た。新たな試みで開催しましたが、皆様のご協力のもと盛会裏に終了することができました。
　今回は未だに終息が見えない感染症対応に忙しく応募も難しいのではと思われましたが、日常
の超音波検査で遭遇した症例の中から、自慢のベストショット17症例の応募をいただきました。
参加者による得票の結果、得票数の多かった症例から最優秀賞１点、優秀賞１点、特別賞は同数
だったため２点が決定しましたのでご報告いたします。
　２年間コンテストは中断していましたが、この間超音波装置の進歩は素晴らしく応募された症
例は素晴らしいもので、投票された方々も選ぶのに苦労したようで、各症例の得票数差はわずか
なものでした。また、本コンテストは超音波検査のレベルアップも目指しておりますが、病変を
的確にとらえ、装置の調整を正しく行い記録した写真には技術の向上も感じられ、病態を正しく
的確に伝えたいという検査担当者の思いが伝わりました。
　今回は、応募数が少なく貴重なものも多数みられましたので、広く会員の皆様にも供覧してい
ただきたいと考え、ニュースレター紙面上で全症例を紹介させていただくこととしました。
　応募して頂きました皆様および投票に参加して頂きました皆様ありがとうございました。御礼
申し上げます。次回も多数のご応募よろしくお願い致します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　井上胃腸内科クリニック　中村　稔　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　早期胃癌健診協会　山本　美穂　

術　者：岩田　好隆
所　属：東京女子医科大学付属足立医療センター
装　置：Canon　Aplio　400
周波数：8.0MHz
患　者：10歳代　男性
診断名：急性胃粘膜性病変および胃潰瘍疑い
コメント（術者の一言）
　胃体部から幽門部にかけ全周性の著明壁肥厚
（第３層中心）と前壁には高輝度エコーを認め、
急性胃粘膜性病変と潰瘍形成を疑いました。
　（エコー後施行の胃内視鏡と病理でも同様の結
果で、壁肥厚と潰瘍の存在部位がほぼ正解できた
ことがうれしかったです。）

第13回　ザ・ベスト・イメージング・コンテスト結果報告

【最優秀賞】

令和４年11月21日 5消化器検診 Newsletter



術　者：横田　はるな
所　属：飯田市立病院
装　置：Canon　Aplio　500
周波数：6.0MHz
患　者：70歳代　男性
診断名：HCC再発
コメント（術者の一言）
　胆嚢壁が圧排されており、その部分を高周波プ
ローブで観察すると、薄い辺縁低エコー帯を伴う
腫瘤を見つけることができました !

術　者：黒木　亜実
所　属：日本大学医学部附属板橋病院
装　置：FUJIFILM　ARIETTA850
周波数：8.0MHz
患　者：70歳代　男性
診断名：膵癌
コメント（術者の一言）
　膵体部の低エコー腫瘤。不整形で境界不明瞭、
主膵管の途絶、尾側膵管の不整な拡張、といった
浸潤性膵管癌の典型所見が一枚で分かるように撮
影しました。

術　者：東條　裕美子
所　属：大久保健診センター
装　置：Canon　Aplio　i600
周波数：4.0MHz
患　者：30歳代　女性
診断名：限局性結節性過形成
コメント（術者の一言）
　Advanced　Dynamic　Flow（ADF）にて、車幅
状の血流信号を描出できました。

【優秀賞】

【特別賞】

【特別賞】

消化器検診 Newsletter令和４年11月21日6



【応募全症例】

肝転移

膵漿液性腫瘍 胆嚢過形成性ポリープ 転移性肝腫瘍（大腸癌）

IPMN 転移性肝腫瘍（膵癌） 虫垂粘液嚢腫

胆嚢腺筋腫症 右腎細胞癌 Angio時の穿刺部（左上腕動脈）
の仮性動脈瘤

左副腎腫瘍 転移性肝腫瘍 肝膿瘍
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第82回日本消化器がん検診学会関東甲信越支部
地方会のご案内

会　長：岡庭　信司

　　　　（飯田市立病院）

会　期：2023年９月 23日（土・祝）、24日（日）

会　場：ＪＡ長野県ビル・アクティーホール

　　　　〒380−0826

　　　　長野県長野市大字南長野北石堂町1173番地3

　　　　TEL	026−236−3600　FAX	026−236−3525
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日本消化器がん検診学会関東甲信越支部日本消化器がんん検診学会関東甲信越支部部日本消化器がん検診学会関東甲信越支部

テーマ 『超音波でどこまでわかるのか』

第23回超音波セミナー第23回超音波セミナー

13：00－13：05　開会の辞
13：05－14：05　症例検討 座長：関口　隆三（東邦大学大橋病院）
14：05－14：15　休憩
14：15－15：05　教育講演1　超音波でどこまでわかるのか　胆道
　　　　　　　　　　　　　　 講師：岡庭　信司（飯田市立病院）
15：05－15：15　休憩
15：15－16：05　教育講演2　超音波でどこまでわかるのか　膵臓
　　　　　　　　　　　　　　 講師：水口　安則（国立がん研究センター中央病院）
16：05　閉会の辞

問合せ先：関東中央病院画像診断科
E－mail：kensa.gazou@kanto-ctr-hsp.com
ホームページURL：http://www.mskanus.org/

プログラム

会　期：R５年４月15日（土）

会　場：東医健保会館　大ホール
　　　 東京都新宿区南元町4番地

　新型コロナウイルス感染等の感染拡大状況によって、開催方法を変更する場合がございま
す。プログラムについても現在検討中です。随時、下記の日本消化器がん検診学会関東甲信越
支部超音波研修委員会ホームページでお知らせいたします。

問合せ先：関東中央病院画像診断科
E－mail：kensa.gazou@kanto-ctr-hsp.com
ホームページURL：http://www.mskanus.org/
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　今号はまず、関東甲信越支部支部長小田丈二先生に今後の研修委員会の展望についてのべていた
だきました。縦割りではなく、コラボ、多職種連携、チーム医療といった観点で学会が発展するこ
とを期待するとのことでした。
　次に第81回日本消化器がん検診学会関東甲信越支部地方会の報告を、会長の中島寛隆先生に述
べていただきました。第80回関東甲信越支部地方会に続いて、完全WEB開催となりました。今回
ライブ配信が充実していました。教育講演に加えて、従来の地方会らしいシンポジウム、パネル
ディスカッション、ライブデモ、ザ・ベスト・イメージング・コンテストが予定通り開催されまし
た。インターネットを通して多職種の白熱した討論もあり、地方会ならではの企画でした。遠方の
先生にもご参加いただき、地域の特性について貴重な情報をご紹介いただきました。胃内視鏡検診
の精度管理が、胃内視鏡診療の精度向上につながることを期待しています。
　第81回日本消化器がん検診学会関東甲信越支部地方会の日程と会場が決まりました。従来通り
の現地開催予定とうかがっています。
　超音波研修委員会の、令和５年度第23回セミナーの日程が決まりました。従来通りの現地開催
予定とのことです。
　超音波スクリーニング研修講演会2022東京のご案内が届いています。会場参加とインターネッ
トオンデマンド視聴が可能なハイブリッド開催です。
　新型コロナウイルスとうまくつきあっていこうという社会の雰囲気を感じます。市民の受診控え
は解消されたと思います。消化器がん検診御関係の皆様、引き続き安全安心な検診をこころがけて
ください。

公益財団法人ちば県民保健予防財団
総合健診センター

山口　和也

（非売品）

編集委員長　山口　和也

編集委員　　依光　展和　　岡田　義和

　　　　　　神宮寺広明　　山本　美穂

　　　　　　石井　崇雄　　渡邉　綾子

■編集委員会■

編集後記
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